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Ｉ
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）
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本
誘
致
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

カ
ジ
ノ
（
民
間
賭
博
）
の
日
本
誘
致
に
断
固
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

私
は
、
「
観
光
立
国
」
に
は
賛
成
だ
が
、
欧
米
で
も
東
ア
ジ
ア
で
も
、
既
に
カ
ジ
ノ
事
業
は
過
当
競
争
で
飽
和
状
態
で
あ

る
。
今
更
、
日
本
に
誘
致
し
て
も
、
ど
こ
の
国
の
人
が
「
カ
ジ
ノ
目
当
て
」
「
カ
ジ
ノ
目
的
」
で
訪
日
す
る
の
か
。
考
え
ら

れ
る
の
は
中
国
の
富
裕
層
だ
が
、
中
国
人
で
カ
ジ
ノ
を
や
り
た
い
な
ら
、
中
国
語
が
通
じ
る
マ
カ
オ
か
、
近
場
の
韓
国
に
行

く
と
考
え
る
。
わ
ざ
わ
ざ
高
い
旅
費
等
を
払
っ
て
日
本
に
は
来
な
い
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

二
〇
二
〇
年
八
月
、
中
国
は
、
海
外
の
カ
ジ
ノ
が
自
国
民
の
財
産
や
安
全
を
脅
か
し
て
い
る
と
し
て
、
カ
ジ
ノ
が
あ
る
外

国
都
市
へ
の
渡
航
を
制
限
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
制
度
の
創
設
を
公
表
し
た
。
念
頭
に
は
、
海
外
の
カ
ジ
ノ
が
汚
職
や
腐
敗

と
い
っ
た
犯
罪
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
と
の
懸
念
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い

れ
ば
答
え
ら
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
来
訪
者
の
大
半
を
中
国
人
富
裕
層
に
依
存
す
る
東
ア
ジ
ア
の
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
）
経
営
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
影
響
に
加
え
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
過
去
に
中
国
政
府
は
、
米
軍
の
地
上
配
備
型
ミ
サ
イ
ル

迎
撃
シ
ス
テ
ム
の
配
備
を
理
由
に
韓
国
へ
の
渡
航
制
限
を
し
た
例
も
あ
り
、
こ
の
制
度
を
政
治
利
用
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。



 

２ 

 

こ
の
制
度
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
、
日
本
に
カ
ジ
ノ
（
Ｉ
Ｒ
）
を
設
け
て
も
、
外
国
人
、
特
に
中
国
人
観
光
客
の
来
場
は
期
待

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

世
界
的
に
有
名
な
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
も
、
昨
今
は
カ
ジ
ノ
か
ら
他
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
比
重
が
移
っ
て
い
る
と
聞

く
。
直
近
五
年
間
で
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
の
観
光
客
の
う
ち
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
把

握
し
て
い
れ
ば
答
え
ら
れ
た
い
。 

四 

観
光
庁
の
調
査
で
は
、
訪
日
理
由
の
上
位
は
「
日
本
食
」
や
「
温
泉
」
「
古
民
家
等
の
街
並
み
」
な
ど
が
占
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
、
日
本
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
た
の
は
、
日
本
の
伝
統
・
文
化
、
自
然
等
、

他
の
国
に
な
い
、
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

五 

政
府
は
、
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
）
は
「
成
長
戦
略
の
目
玉
」
（
安
倍
晋
三
前
首
相
）
と
言
う
が
、
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
）
に
は
「
カ

ニ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
共
食
い
）
現
象
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
大
規
模
小
売
店
舗
の
進
出
に
よ
り
、
過
去
、
地
元
商
店
街
が

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
化
し
た
よ
う
に
、
ま
る
で
「
蟻
地
獄
」
の
よ
う
に
地
元
、
周
辺
地
域
の
消
費
を
吸
い
上
げ
る
。
米
国

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
は
、
カ
ジ
ノ
開
業
で
周
辺
地
域
か
ら
四
十
％
～
六
十
％
の
「
消
費
の
吸
上
げ
」
が
発
生
す
る
と
の

理
由
で
カ
ジ
ノ
導
入
を
断
念
し
た
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
負
の
経
済
効
果
を
試
算
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
Ｉ
Ｒ
を
申
請
す
る



 

３ 

 

自
治
体
に
、
そ
の
認
可
に
当
た
り
、
そ
の
試
算
を
求
め
る
か
。 

六 
カ
ジ
ノ
に
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
飛
躍
的
増
大
、
反
社
会
的
勢
力
と
結
び
つ
い
た
治
安
や
風
紀
の
乱
れ
、
青
少
年
の

教
育
へ
の
悪
影
響
等
々
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
負
の
社
会
的
コ
ス
ト
を
試
算
し
て
い
る
か
。 

 
 

韓
国
で
は
、
カ
ジ
ノ
導
入
に
よ
り
七
・
七
兆
円
の
損
失
が
生
じ
た
と
の
試
算
が
あ
る
し
、
米
国
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

の
報
告
書
で
は
、
そ
の
社
会
的
コ
ス
ト
は
「
病
的
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
」
一
人
当
た
り
五
千
百
四
十
四
ド
ル
と
い
う
推
計
が
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

お
よ
そ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
可
否
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
費
用
便
益
分
析
等
を
行
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

カ
ジ
ノ
誘
致
に
動
い
て
い
る
政
府
や
関
係
自
治
体
は
、
こ
う
し
た
カ
ジ
ノ
の
負
の
コ
ス
ト
を
含
め
た
Ｉ
Ｒ
の
総
合
評
価
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

七 

政
府
は
「
世
界
最
高
水
準
の
カ
ジ
ノ
規
制
」
（
安
倍
晋
三
前
首
相
）
と
胸
を
張
る
が
、
法
規
制
で
は
、
週
三
回
（
月
十

回
）
ま
で
入
場
可
と
な
っ
て
い
る
。
週
三
回
も
カ
ジ
ノ
通
い
す
る
人
は
、
既
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
韓
国
で
は
「
内
国
人
利
用
可
の
カ
ジ
ノ
」
は
「
公
営
」
に
限
り
、
手
軽
に
カ
ジ
ノ
を
利
用
で
き
る
周
辺
の
地
域
住
民

は
月
一
回
し
か
入
場
を
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
大
都
市
（
百
万
都
市
）
」
か
ら
車
で
二
・
五
時
間
以
上
と
い
う
設
置
基



 

４ 

 

準
も
設
け
、
日
本
よ
り
厳
し
い
規
制
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
し
、
日
本
の
カ
ジ
ノ
規
制
の
ど
こ
が
「
世
界
最
高
水
準
」

な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

八 

「
Ｉ
Ｒ
中
核
施
設
の
設
置
要
件
」
を
み
る
と
、
大
阪
市
や
横
浜
市
と
い
っ
た
大
都
市
に
し
か
誘
致
で
き
な
い
基
準
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

例
え
ば
、
国
際
会
議
場
の
収
容
人
数
に
応
じ
て
展
示
場
の
面
積
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
会
議
場
六
千
人
以
上
の
場
合

は
、
展
示
場
面
積
が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
必
要
と
な
る
。
会
議
場
は
国
内
最
大
で
あ
る
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
も
収
容
人
数
は
約
五
千
人
、
ま
た
、
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
展
示
場
と
な
る
と
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

や
幕
張
メ
ッ
セ
な
ど
全
国
で
六
カ
所
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
両
方
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
ホ
テ
ル
の
客
室
総
床
面
積
は
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
あ
る
が
、
単
純
計
算
で
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
部
屋

が
二
千
室
必
要
と
な
る
。
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
も
三
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
東
京
で
も
四
万
四

千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
客
室
数
も
平
均
約
千
五
百
室
に
と
ど
ま
る
。 

 
 

以
上
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
獣
医
学
部
新
設
で
加
計
学
園
し
か
通
れ
な
い
「
穴
」
を
あ
け
た
よ
う
に
、
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て

は
横
浜
市
と
大
阪
市
し
か
通
れ
な
い
「
穴
」
を
あ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 



 

５ 

 

九 

赤
羽
国
務
大
臣
は
、
「
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
に
対
す
る
衆
議
院
本
会
議
（
二
〇

一
六
年
十
二
月
十
五
日
）
で
の
自
身
の
賛
否
に
つ
い
て
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
お
い

て
、
「
社
会
的
政
策
の
側
面
の
懸
念
と
経
済
的
政
策
の
メ
リ
ッ
ト
の
、
な
か
な
か
は
か
り
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
私

は
、
本
会
議
、
賛
否
は
保
留
し
て
、
棄
権
を
し
ま
し
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
赤
羽
大
臣
は
Ｉ
Ｒ
担
当
大
臣
と
し
て
、
そ

の
当
時
の
考
え
と
変
わ
り
な
い
か
。
変
わ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
は
何
か
。 

十 

赤
羽
一
嘉
国
務
大
臣
は
、
私
と
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
の
質
疑
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
お
い
て
、

「
私
、
別
に
（
カ
ジ
ノ
）
推
進
派
と
い
う
立
場
で
こ
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
中
立

な
立
場
」
「
江
田
先
生
と
、
多
分
私
、
考
え
は
よ
く
似
て
い
る
と
思
う 

」
と
答
弁
し
た
が
、 

 

１ 

そ
の
答
弁
の
趣
旨
如
何
。 

 

２ 

Ｉ
Ｒ
設
置
の
便
益
よ
り
も
費
用
の
方
が
大
き
い
場
合
は
認
可
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。 

 

３ 

菅
義
偉
首
相
も
赤
羽
大
臣
答
弁
と
同
じ
考
え
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


